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大泉村は山梨県の北都、八ヶ岳南麓に位置し木ノ下。大坪遺跡は大泉村西井出宇木ノ下・大坪の

二字にまたがって所在 している。

この調査は東京都小平市天神町 1～ 171光洋電子工業株式会社が本村に企業有地出梨工場建

設に当 り敷地造成に伴 うところの発掘調査で光洋電子工業株式会社より大泉村教育委員会が業

務委託 をうけ山梨県文化課のご指導を仰 ぎ、国士館大学卒の佐野勝広氏の指導監督で昭和57年

4月 22日 より6月 15日 まで約60日 間に亘 り試掘調査面積約40,000ポ、本調査面積約12,000ポ を

実施致 しました。その調査結果は、竪穴住居址 8軒、掘立柱建物址 2棟、濤 3本、土渡 8基が

検出された。本調査地区の周辺にはすでに国指定の金生遺跡や寺所遺跡等縄文時代より平安時

代にいたる遺跡が発見されているし、村内には表面調査により数十 ヶ所の遺跡があることが判

明されているので遺跡の豊庫 といってもあえて過言ではあ りません。

本調査は記録保存 として報告書にまとめるとともに出土品等は会社の高配により本村に寄付

されてお り今後関係者による調査研究の資料 として学術的、文化的にも非常に貴重であると確

信するものであります。本調査に際 し多 くの方々のご指導、ご援助 を載 きましたことに対 し心

から厚 く感謝申し上げます。

昭 和 58年 3月

大泉村教育委員会

教 育 長 三 井 甲 子 雄
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I 遺跡の位置 と環境

大泉村は山梨県の北端に位置 し、南は長坂町、東は高根町に隣接 している。大泉村は八ヶ岳

の南麓、赤岳の南斜面に占地 している。標高 1000m付 近 までは、急傾斜で所々に巨岩がみ

られる。南側に下るに したがい小河川に開折された細い谷や尾根 とな り、谷は現在水田となっ

ている。木ノ下。大坪遺跡は大泉村の南端で長坂町 との境に位置 し、大泉村西井出字木ノ下。大坪

に所在する。遺跡の標高は約 750mで 、北より南に向かう緩傾斜地である。

県北部の大泉村付近には縄文時代から歴史時代までの遺跡が多数み られ る。特に知られた遺

跡は縄文時代の著名な遺跡が多い。木ノ下・大坪遺跡 と同時代の平安時代の遺跡で発掘調査が実

施 された遺跡には、寺所遺跡・城下遺跡・原田遺跡 。東原遺跡が有 り、寺所遺跡では多 くの塁

書土器、城下・原田遺跡からは出土例の少ない石鋒が出土 し、東原 遺跡 では小鍛 治遺構が検

出され、各 特々色をもった遺跡である。またこの地域周辺は中世において逸見圧 と呼ばれ長野県の

佐久や諏訪地域 との交通上の拠点の一つとして重要な地であった。

第 1図 木ノ下。大坪遺跡位置図 ○ 印

-1-



Ⅱ 調査 に至る経緯 と調査経過

昭和57年度に北巨摩郡大泉村西井出字木ノ下・大坪の地域内に東京都小平市に本社をもつ光洋

電子工業が山梨工場の建設を計画 していたが、昭和56年度の山梨県教育委員会文化課の遺跡分

布調査により、この工場用地内に遺物の散布が認められ遺跡の可能性が大であることから、文

化課、大泉村教育委員会、光洋電子工業の三者で協議が行なわれ、検討 した結果、遺跡の有無

と範囲を確認するために、試掘調査 を実施することにな り、光洋電子工業の委託 を受けて大泉

村教育委員会が昭和57年 4月 22日 から5月 1日 まで実施 した。試掘調査により平安時代の竪穴

住居址 2軒、掘立柱建物址 1棟、濤状遺構 1本 と縄文時代の土壊 2基が検出され、須恵器、土

師器等の土器類が出土 した。その結果、本調査の必要性が認められたために遺構の検出 された

北側用地約 12,000イ を対象 とし、昭和57年 5月 10日 から6月 15日 まで本調査 を実施 した。

調査方法は、調査対象地内の表土を重機によ り排土 した後、工場建設用の基本杭 を基準に し、

調査区全域に10m四 方の方 R艮 を組み、北から南をA～ I、 西から束を 1～ 14と 呼称 し、遺構、

遺物の出土地 を区分 した。発掘調査は 5月 10日 から開始 した。先ず試掘調査によつて検出 され

た遺構を中心に入力によって掘削を行なった。 5月 17日 よ り遺構の掘 り下げに入った。調査の

期間中は晴天が続いたため調査は順調に進んだ。 6月 14日 をもって実測、写真撮影等の作業が

終え、木ノ下。大坪遺跡の発掘調査が終了 した。調査の結果、竪穴住居址 8軒、掘立柱建物址 2

棟、濤状遺構 3本、土壊 8基 等が検出された。本遺跡における基本的な鳩位は次の通 りである。

第 I牌 表土 (耕作土 )

第 Ⅱ届 床土 (水 田の床土)(黄 褐色土で鉄分を多 く含む。)

第Ⅲ層 黒褐色土 (粘性に宮む、遺物包含眉である)

第Ⅳ層 ローム

/‐
/イケ

/

第 2図

遺跡付近の地形

と発掘区

―- 2 -―



一

T A I BICI

第 3図 遺構配置図
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迫逗Ⅲ 構

1住 居 址

第 1号住居址

(第 4図 )

本住居址は遺跡の東端

に位置する。プランは東

西 2.5m、 南北 3mの

北壁に膨 らみのある隅丸

方形 を呈す。主軸方向N

-124°一 Eである。床面

はロームを固めた床で、

北壁付近が軟弱。柱穴・

周溝共に認められない。

壁は全体にやや傾斜 をも

ち、壁高は20cmか ら30cm

を測る。カマ ドは石組 力

マ ドであったと推定され、

東壁の南に設けられてい

C`-77677m

1,黒 色 土 層   13,褐 色 土 層

2,弄録ξ擁見含む→4,嘉み鞘蠣粒子を含む)

0          1m

第 4図 第 1号住居址実測図

る。全長55cm、 幅110cmで ある。天丼部は崩壊し、焚口都付近で天丼部に使用されたと思われる

平石が 2～ 3個 みられた。袖に25cm前 後の石を2個使用 している。火床は楕円形 を呈 し、壁ヘ

の掘 り込みは認められない。遺物は住居址の中央部、カマ ド付近に集中して出土 した。

第 2号住居址 (第 5図 )

本住居址は第 1号住居址の西約24mの 地点に位置する。プランは東西4.5m、 南北4mの隅丸

方形を呈 し、主軸方向はN-110° 一 Eで ある。床はロームを掘 り込み固めていて、全体に良好

であった。 ピットが南壁の西寄 り付近に検出されたが、非常に浅い。本住居址に伴 う柱穴かど

うか不明。壁は外側に若干傾斜をもって立ち上が り、壁の現在高は確認面より35～50cmを 測る。

周滞は壁の直下にあり、幅 5～ 10cm、 床面からの深さ約10cmで ある。又カマ ド部分を除いて存

在 し断面はU字状を呈 している。カマ ドは東壁の南コーサーに構築 され遺存状態の良好な石組

カマ ドであった。袖 と天丼に約30個 の石を用いている。壁外に35Cm程度掘り込んで、規模は全長

約1.6m、 幅約55cmで ある。焚田部 と燃焼部は明確に分離 している。本住居址の遺物はすべて

覆土中から出土 した。

―- 4 -―



第 3号

住居址

(第 6図 )

本住居址 は第

3号濤の西約 2

m、 第 6、 7、

8号住居址の東

約 8mの地点に

位置する。プラ

ンは東 西 3.8

m、 南北3.5m

の隅丸方形 を呈

し、主軸方向は

N-104° 一 Eで

ある。床は比較

的平担でローム

を非常によく踏

み固めてお り中

央部で特に固い。

柱穴イよ3 ヶ所に

認められ、径 6～ 1lm、

深さは床面より15～20cm

を測 り、平面形は 3個共

に円形 を呈する。周濤は

カマ ド付近、南壁中央 を

除き認められ、幅 6～ 11

cm、 深 さは床面より10cm

を測る。壁はほぼ垂直に

立ち上が り、壁高は確認

面で30～ 40cmを 測 り床に

続 く。カマ ドは東壁の南

隅に設置 され、全長約60

帥、幅55cmで 天丼部は崩

れているが、袖石は原位

G_フ7654m

第 5図  第 2号住居址実測図

1 77G a9昴

＞
‐
ヽ

Ч
ｏ

９
ヽ
ヨ

0          1m

～

第 3号住居址実測図
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置を保 っていた。本 カマ ドは石 と粘土により構築されている。遺物はほとんど破片であり、す

べて覆土中から出土 している。

第 4号

住居址(第 7図 )

本住居址は第

2号掘立柱建物

址の南約 1.2m

の地点に位置す

る。住居址の北

側は調査区域外

にあり完掘でき

なかった。プラ

ンは東西 5,7m、

A_77904m 3,黒褐色土層 (ロ ーム粒を含む)   B

第 7図 第 4号住居址実測図

南北は不明であるが隅丸方形 を呈する住居l■ と思われる。床は平担であるが全体に軟弱である。

柱穴は南壁側に 2個 、西壁側に 1個検出され、径20～ 30cm、 深 さは床面より15～35cmを側る。

周濤は検出されなかった。壁の遺存状態は悪 く、壁高は確認面より5～ 15cm程 である。カマ ドは

調査範囲には検出されなかった。遺物は須恵器甕の破片 1点が西壁付近の床直上より出土 して

いる。

第 5号住居址 (第 8図 )

本住居址は第 3号勝の東約14mの 地点に位置する。プランは東西 4.6m、 南北 4.8mの隅丸

方形 を呈する。床はローム面をもって床 とし、貼床は認められない◇比較的平担であるが非常

に軟弱である。住居址 の中央北に 2個 のピットが検出されたが、深 さは浅 く柱穴 とは考えられ

ない。径は65～ 90cm、 深 さは床面より15～ 20cmを 測る。周濤、カマ ド共に確認できなかった。

出土遺物は 1点 も出土 していない。本住居址は他の住居址 とは内容 を異にすると考えられる。

類例は、埼玉県の田中前遺跡、千葉県の山田水呑遺跡にみ られ、 2例共にカマ ド、周濤はなく

床面は軟弱で、出土遺は非常に少ない等の共通点が多い。遺物は 1点 も出土 しなかった。

第 6号住居址 (第 9図 )

第 3号住居址 の南約 8mの地点に位置 している。本住居址は第 7、 8号住居址に切 られて存

在 し、重復関係の 3軒の住居址中構築された時期が最 も古い。プランは東西 3.5mを 測る隅丸

方形 を呈すると思われる。床はロームを固めた床で、遺存状態は良好である。柱穴は認められ

1,表   土

2,黒 色 土 層
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ない。壁の遺存は悪 く、

壁高は確認面より5～

15cmを 測る。周濤は東、

西、南壁下に認められ

る。幅 5～ 7 cm、 深さ c
は床面より5 cmで ある。

カマ ドは検出されなか

った。遺物は東壁付近

の床直上より出土 した。

第 7号住居址

(第 9図 )

第 6号住居址の北側

を切 り込んで構築 し、

第 8号住居址 により大

部分を切 られて存在す  c
る。 したがつて構築さ

れた時期は第 6号住居

址よりも新 しく第 8号

住居址 よりも古 くなる。 A_77644m

プランは残存する壁よ

り東西 33m、 南北 3

mの 隅丸方形である。

床は平担であるが軟弱

を呈する。壁は非常に

遺存が悪 く、壁高は 2

U字状 を呈する。カマ

第 8図  第 5号住居址実測図

～15cmで ある。周濤は幅 5～ 10cm、 深さは床面より5 cmを 測 り断面形は

ド、柱穴は確認できなかった。遺物は出土 していない。

第 8号住居址 (第 9図 )

本住居址 は第 7号住居址の大部分の切 り込んで構築 されている。重復住居址 3軒の中で最 も

新 しい住居址 である。プランは東西 3.4m、 南北 3.2mを 隅丸方形 を呈する。主軸方向はN―

18° 一 Eで ある。床 はローム若千掘 り込み、踏み固められて良好な状態を呈 している。柱穴は

認められない。壁は外に傾斜をもって立ち上がる。壁高は 5～ 50cmで 北壁に比べて、南壁は遺

存状態が悪い。周濤は南壁 と西壁の一方を除いて認められた。幅 6～ 10cm、 深 さは床面より10

-7-



cmを 測る。カマ ドは全長 90cm、 幅65cmで 、右袖を15cm前後の石で、左袖 を自色粘土 と

用いて構築 している。天丼部は崩れ、遺存状態は全体に悪い。遺物は土器類が/TE土 よ

刀子が住居址中央部の床直上より出土 した。

        、巡
＼
嗅ト

ロームを

り出土 し、

ｆ
・事

電
３

第 8号住居址

第 7号住居址

第 6号住居址

776.87m壁

第 9図 第 6、 7、 8号住居址実測図
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Ｂ

A 77661m

第10図 第 1号住居l■

0          1m
i     :      I

1,黒褐色土層

2,黄福色土層

3,黒褐色層 (炭化物を含む)

4,  〃  (焼上を含む)

5,黒色上層

l①

〈
①―

翼
引
Φ

�
∞
ヨ

1,茶褐色土層

2,焼土層

3,黒褐色土層

4,責福色土層

第11図  第 2号住居l■  カマ ド実測図
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ミ

の
ぁ

Φ
３

1,茶 褐色土層

2,福色土層 (焼上、自色粘上を含む)

3,    ″             ″

4,茶褐色土層 (焼上を多く含む)

5,黒褐色土層

6,焼 土

7,黄褐色 ブロック

第12図 第 3号住居址 カマ ド実測図
∪亡77689m

1,茶褐色土層 (黒 色ブロックを若干含む)

2,責褐色土層 (ロ ーム粒子及び黒色ブロックを含む)

3,黒福色土層 (ロ ーム粒子を含む)

4,責褐色土層 (ロ ームブロックを含む)

5,茶褐色土層

6.焼  土

7,白 色粘土

第13図 第 8号住居址カマ ド

掘立桂建物址
0          1m

―

第 1号掘立柱建物址 (第 14図 )

第 1号住居址の南約 9m、 第 2号住居址の南東約10mに位置する 4間 (約 8m)× 4間 (約

7.5m)の掘立柱建物址 である。主軸方向はN-105° 一 Eを 呈する。柱間寸法は、梁行約 2m、

桁行は 1～ 3mで あり、中央よ りやや東側によって束柱 (P13)が 検 出された。柱穴は径40～

70cm、 深 さは確認から20～61cmを 測る。柱穴の掘 り方は円形及び精円形 を呈するがややひずん

だ形態をもつ柱穴が多い。北 と南の柱穴列に建て替えが認められる。覆土は黒色土と黒禍色土で、

柱痕は確認できなかった。
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第14図 第 1号掘立柱建物址実測図



③
酪

lρ誌
∪   ∪

o          20m

第15図 第 2号掘立柱建物址実測図

第 2号掘立柱建物址 (第 15図 )

第 4号住居l■ の南約12mに 位置する 2間 (4.6m)× 3間 (6m)の 掘立柱建物址 である。

主軸方向はN-101° 一 Eを 向いている。柱間寸法は深行 2.3m、 桁行 2mで ある。柱穴は径20

～58cm、 深 さは確認面から38～ 60cmを 測 り円形を呈する。

3溝 状 遺 構

第 1号溝状遺構 (第 16図 )

第 2号住居l■ の北に位置 し、北から南に流れをもつ濤である。幅40cm～ 1.3m、 深 さは確認

面から20～ 30cm前 後で、濤の底には砂層がみ られ、断面はU宇状 を呈 している。出土遺物はな

く性格及び所産時期は不明。

L山 998とと吐

キ ~Э I

⑥ -9
Pl

脇⑥

④陽
p珠

Ш    L」

ｑ
脇
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‐
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Ｐ
Ｂ

Ω
阻
Φゴ
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卜
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―  一B

ll●

二BA

0    2m

―中一

第 2号溝

第16図 第 1、 2、 3号濤状遺構実測図
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第 2号濤状遺構 (第 16図 )

第 1号濤状遺構の西約10mに位置 し、第 1号濤状遺構 と平行 して走る溝である。幅50cm～ 1

m、 深 さは確認面より30～ 40cmを 測る。出土遺物はなく、本濤の性格 と所産時期は不明。

第 3号濤状遺構 (第 16図 )

遺跡の西に位置 し、北から南へ流れをもつ濤である。幅は南に下るに したがって広 くなり最

大幅2.25m、 最小幅50cmを 測 る。断面はU字状か台形状 を呈する。 出土遣物は、土師器、須恵

器、灰釉陶器の細片が少量出士 した。細片のため実沢1図示は不可能であった。性格は不明であ

るが、平安時代の所産 と思われる。

4 土    嬢

第 1号土嬢 (第 17図 )

径 1.4～ 1.5m、 深 さは確認面より50cmを 測 り、平面形は円形 を呈する。出土遺物はない。

第 2号土嬢 (第 17図 )

径 1.2～ 1.4m、 深 さは確認面より35伽 を測 り、平面形は不整円形の土墳である。出土遺物は

覆土中より縄文時代前期の土器片が出土 した。

第 3号土壌 (第 17図 )

径 1.1～ 1,35m、 深 さ|ま確認面より20cmを 測 り、平面形は不整の精円形 を呈する。断面はほぼ

皿状にちかい。本土壌からは遺物は出土 しなかった。

第 4号～第 8号土嬢 (第 17図 )

第 4号土壌～第 8号土境はす くなからず第 3号濤によって切 られている。径 1.3～ 1.6m、

深さは確認面より25～ 35cmを 測 り、平面形は円形 と隅丸長方形を呈する◇5基の上墳内部からは遺

物は出土 していない。そのための性格は不明である。

Ⅳ 遺    物

(1)住居址出上遺物

第 1号住居址出土遺物 (第 18図 )

遺物の総数約30点 を数えるが、実測可能なものは16点 であった。
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土師器 tTh形 土器 (1～ 5, 7～ 14)

1、 2、 5は 体部下半 を斜方向の箆 ケズリし、底部は全面手持ち飽 ケズリを施 している。 1

は口唇部が丸く、 2は玉縁化 を呈 し、外反する。色調は 1、 2、 5共に赤禍色で、胎土密であ

り焼成良好である。 3と 4は 、内外面共にロクロ整形 を施 して、口唇部は玉縁 を呈 し、 3は 外

反 し、 4はやや内反する。底部は回転糸切 り未調整である。 7、 8は内面黒色処理の郭で、内

面に横と縦の飽磨 きが施 され、外面はロクロ整形がなされている。口唇部は尖 り、やや外反す

る。底都は回転糸切 り未調整である。色調は外面暗禍色を呈する。 9、 10は 口縁部内面に段の

ある邪で、内反 し、内外面共にロクロ整形により仕上げられ、底部は回転糸切 り未調査で二次

整形痕はない。色調は茶禍色 を呈する。 9の体都中央に「庄」の塁書がみ られる。11～ 13は 器

壁の厚い底部よりやや外反気味に立ち上が り、口唇部で若干外反する。口唇部は丸味をもつ。

11の底部は回転糸切 り未調査であり、12の 底部は全面平持飽 ケズリされる。色調は赤褐色 を呈

し内面には油煙 を残 している。14は 内面黒色処理の高台付の郭で高台底面は平である。底部は

回転糸切 り未調査。黒色処理の内面には横、縦の箆磨 きが施 されている。

上師器皿形土器 (6)

6は身が非常に浅 く、皿 といえる。口縁は大きく開き、屈曲し外反する。色調は赤褐色を呈

し胎土は小砂粒 を含み焼成良好。

上師器奏形土器 (15)

甕の日縁都破片である。口縁部は厚 く外反 している。外面は縦のハケロ、内面は横のハケロ

整形が施 される。

須恵器甕形土器 (16)

須恵器甕形土器の胴部破片である。外面に平行の叩き文が残るが内面は平滑、色調は灰青色

を呈する。

第 2号住居址出上遺物 (第 20図 )

出土遺物は総数 100余点 を教えたが、実測図示できたのはわずか12点 のみであった。

上師器郭形上器 (1～ 9)

1は体部下半に斜方向の箆 ケズリを施 し、内面 ロクロ整形、口唇部は玉縁で外反する。色調

は赤褐色 を呈する。 2は 口唇部に丸味をもち底部より外に開 くように立ち上が りやや外反する。

体都下半に斜方向の箆 ケズリがみ られる。 3は 口唇部が尖 り外反する。内外面共にロクロ整形

である。底部は全面平持 ち箆 ケズリされている。 4は 日唇部までは均―である。内外面共にロ

クロ整形 を勉す。底部は回転糸切 り未調査である。体都中央に 「庭」 と読める塁書がみられる。

6は内外共にロクロ整形がみ られ、底部は回転糸切 り未調査で二次的整形は認められない。 7、

8は 内面黒色処理の邪で、 7は厚い底部からゆるやかに内彎 して立ち上がる体都は口縁部で薄

―- 16 -―
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第18図 第 1号住居ナ止出土遺物実測図
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くな り口唇部に向かう。体部中央に 「虎」の墨書がみられる。 4の墨書 とは宇体が異なってい

る。 8、 底部は回転糸切 り未調査で、外面の色調は赤褐色 を呈する。 9は外面に鋭い凹線状の

稜がついている。

砥石 (10)

疑灰岩製で縦 4 cm、 横 3 cm、 厚 さ10～20cmを 計測する。 1面 だけに使用痕が認められる。携

帯用の砥石である。

土師器整形土器 (H～ 12)

11は 小形の甕で内外面ハケロ整形があり、口縁部はくの字状 を呈する。日は底部に木葉痕の

残 る甕で、ハケロのきれる箇所に指頭の圧痕がみられる。

第 3号住居tlL出 土遺物 (第 19図 )

出土遺物は総数10点で、ほとんど破片であり、10点のうち実測図示できたもめは 2点であっ

た。

灰釉陶器 (13、 14)

13は 灰釉陶器の高台付郭である。高台からゆるやかに内彎 し立ち上がる。日縁部はやや外反

し、口唇部に丸味をもつ。底部は回転糸切 り未調整。内面には重ね焼 きの痕が残 り、全体に丁

寧ななで付の作 りである。胎土は灰白色、口径14卿、器高 7 cm、 底径 9 cm。 14は灰釉陶器の皿

である。器壁は底部から体部まで一定の曲線で、口縁部にいた りやや薄 くな り外反する。胎土

は灰白を呈する。

土師器襲形土器 (15)

115は 土師器変形土器の胴部破片である。外面に縦のハケロ整形が施 され、器壁は 3～ 4 mmを

呈する。色調は茶禍色。

第 4号住居址出土遺物 (第 19図 )

第 4号住居址から出土 した遺物は須恵器甕の破片 1点 であった。

須恵器華形土器 (16)

16は 須恵器寮の底部破片で、外面に叩き目が良 く残 ってお り、その上から二次的な整形で体

部下半を箆 ケズ リしている。色調は灰青色を呈する。

第 6号住居址出土遺物 (第 20図 )

出土遺物は総数約20点 で、その内訳は須恵器郭の破片 2点 と他に土師器18点 であった。20点

のうち実測図示できたものは 5点である。
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第19図 第 2号 (1～ 12)、 第 3号 (13～ 15)、 第 4号 (16)住居址出土遺物実測図

10 cm
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須恵器 tTh形土器 (1～ 2)

器壁は底部で厚 く、体都下半から口縁部にかけてはほば一定 している。日唇部は尖 り、外反

する。底部は回転糸切 り未調整である。 1、 口径12cm、 器高 4 cm、 底径 6 cm、 2、 底径 6 cm、

色調は灰青色 を呈 している。

上師器郭形土器 (3～ 4)

3、 4は、内面に暗文 を施 し、 3は外面にロクロ整形 され、 4は体部下半に斜方向の箆ケズ

リがみ られる。 4の 底部は中央にわずかに糸切 り痕を残 しているが周辺は箆 ケズ リによって底

を平担にしている。色調は 3、 4共に赤褐色を呈 し、胎土中に赤色粒子 を含んでいる。

土師器養形土器 (5)

5、 口縁都は非常に強 く「く」の字状に外傾 している。外面に縦方向、内面 を横方向のハケロ整

形が施 され、日縁部内面 と日縁都外面には横ナデが見られる。

第 8号住居址出土遺物 (第 20図 )

出土遺物の総数は35点 であり、実測可能なものは 4点であった。その内訳は須恵器郭形土器

1点 、土師器イ形土器 2点、そ して刀子 1点 である。

須恵器郭形土器 (6)

6は 口縁部のみの破片で、ゆるやかに内彎 して立ち上が り口縁部で外反する。内外共にロクロ

ロ整形、色調は灰青色 を呈 し、一部に火だすきを残す。口径12cm。

上師器杯形土器 (7、 8)

7、 8は内外面共にロクロ整形 を施 して、 7の 口唇部は玉縁を呈 している。色調は赤禍色 を

呈するが焼成は良 くない。

刀子 (9)

茎 と刃の一部が残る刀子で、茎の一部に木質が残 り、背側 と刀都側に段 をもって関が形成 さ

れる。刃部残存の長 さ 6 cm、 茎部残存の長 さ 2 cm。

第 2号掘立桂建物址出土遺物 (第 20図 )

遺物はP9よ り灰釉長頸壺の頸部の破片と須恵器甕の破片が出土 した。

灰釉長頸壺 (10)

10は灰釉長頸壺の顎部 と考えられる。色調は灰白色 を呈する。

須恵器整形土器 (■ )

11は 須恵器甕形土器の底部から胴部にかけての破片である。外面には斜方向の叩き文が残る。

内面は指頭による整形痕がのこり、凹凸が激 しい。色調灰青色。

―- 20 -―



第 2号土城 (20図 、 12、 13)

12と 13は縄文時代前期の土器片である。半裁竹管による文様が施 され、ボタン状の貼付文が

みられる。色調は赤褐色にちかい。本土器片は諸磯 C式に比定できよう。

半―卜=ク
8

10cm

第20図 第 6号 (1～ 5)、 第 8号住居址 (6～ 9)、

第 2号土城出土遺物 (12、 13)実測図

磐
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〃
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０

．
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木ノ下'大坪遺跡の調査の結果、竪穴住居川:8軒、掘立柱建物址 2棟、濤状遺格、土壊 8基、

が検出された。ここでは検出 した竪穴住居luliと 土器 (特 に出土点数の多い土師器杯形土器 と須

恵器杯形土器)に ついて、若千の検討 をし結語 としたい。

住居IILに ついて

住居」」との形態は、検出された 8軒の住居』:す べてが隅丸方形 を呈する。規模は 1辺 3～ 5m

前後 を基本 として、最大規模は、 5号住号丸にの4.6m× 4.8mで ある。カマ ドの位置は、カマ ド

の検出 しえた住居山L、 第 1、 2、 3、 8号住居J:共 に、東壁に設けられ、東壁の南隅に寄ると

いう規則性が見られる。 この規則性は、八ヶ岳から吹 きおろす、通称八ヶ岳おろしと呼ばれて

いる北風の影響 と思われる。カマ ドの構造は、大半の住居上にで、壁への堀 り込みが少なく、火

床は円形を呈する。カマ ドは構築材料から石 を主体にした石組カマ ドと石 と粘土を組みあわせ

たカマ ドの 2種類がある。柱穴は第 3号住居山|:と 第 4住居ldlに みられるが規則的ではなく、第

1、 5、 8号住居角|:で は柱穴は全 く確認されていない。第 3号 と第 4号住居 JJこ の柱穴は口径が

小さく、深 さも10cm前 後で、柱穴の存在 しない住居山|:共 に、上屋構造は非常に簡易であったと

考えられる。最近、高根町の青木北遺跡 より、 1辺約6.5mで、各壁下の床直下に径20釦前後の

偏平な石が各4個検出され柱を支える礎石ではないかと考えられることから、本遺跡検出の柱穴の存在し

ない住居剤二等について、今後、上屋構造 と柱穴の再検討が必要であろう。周濤は第 2、 3、 6、

7、 8号住居角にで確認 され、第 2、 3、 8号住居」uliで カマ ド部分を除いて一巡 している。

以上、形態、規模 とカマ ド、柱穴、周濤等の内部施設について見たが、遺構からはカマ ド以

外形態的な相違はなかった。

出土土器について

ここでは、本遺跡 より出上 した土師器杯形土器 とそれに 3点 と出土数は少ないが年代的尺度

になる須恵器郭 形 土器 を中心 に分類 を加 え県内における平安時代土器編年の研究成果を踏

まえ編年的位置を考える。

須恵器士不形土器

A類 (第 6住居角と出土 )

器壁はほぼ同 じ厚 さで立ち上が り口縁部でゆるやかに外反する。底部は回転糸切 り未調

整である。日径m.5釦、底径 6 cm。

B類 (第 8号住居址出土 )

結V
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器壁 は薄 く、ゆるやかに外反する。口唇部は玉縁 を呈する。日径 12cm。

土師器lTA形土器

A類 (第 6号住居址出土 )

体部下半を斜めの免ケズリし、内面に暗文を施す。底部は全面手持箆ケズリされ、色調

は赤禍色 を呈する。本土器はいわゆる甲斐型の杯 と呼ばれるものである。

B類 (第 1号住居址、第 2号住居址出土 )

底 よりゆるやかに外に開 くように立ち上が り、口縁都 もやや外反気味である。日唇部は

玉縁化を呈する。体都下半を斜方向の箆ケズリし、底部は全面手持飽ケズリされる。

C類 (第 1号住居址、第 2号住居址、第 8号住居址出土 )

底 より外に開 くように立ち上がるのはB類 と同様で、日唇部は完全に玉縁化 し、B類よ

りも外反する。内外面共にロクロ整形 を施す。

D類 (第 1号住居址、第 2号住居址出土 )

内面黒色処理のいわゆる黒色土器で、器壁は薄 く、口縁部は外反する。内面は箆磨 きが

施 され、底都は回転糸切 り未調整である。 口径の差が大きい。

E類 (第 1号住居址出土 )

口縁部は、やや内反 し、内面の口縁に段 をもつ。内外面共にロクロ整形 を施 し、底部は

回転糸切 り未調整である。

F類 (第 1号住居址出土)

器壁は厚 く、腰部でくびれて立ち上が り、口縁部はやや外反する。底部は回転糸切未調

整の郭 と全面手持箆ケズリの杯がある。

G類 (第 1号住居址出土 )

内面黒色処理の高台をもつ邦である。内面には箆磨 きが施 され、底部は回転糸切 り未調。

編年的位置

須恵器杯形土器A類は、八王子市南多摩窯址群の御殿山59窯号址出土の郭形土器に類似し、A

類には、甲斐型の杯 といわれる土師器郭形土器A類 が共伴する。御殿山59号窯址の製品は 9世紀

第 2四半世期～ 9世純第 3四半世期に比定 され、土師器不形土器A類は、坂本氏等の編年では

―-23-―



第Ⅷ期に入り,9世紀第 4四世半期に考えられている。須恵器杯形土器 B類は、A類 と同様に南

多摩窯址群の御殿山25号窯址出上の杯形土器に類似するものと考えられる。御殿山25号窯址の

製品は、 9世紀第 4四半世期～10世紀第 1四半世期にあてられている。土師器杯形土器B類は、

坂本氏等の編年で第�期の10世紀第 3四半世期が与えられている。土師器 lTN形土器C類は、B

類のなごりをひ くもので、坂本氏等の編年の第�期で、10世紀第 4四半世期にあたる。D類は、

信州系の内面黒色処理の土器である。本土器については、山梨県 と長野県の編年研究において

隔た りがあ り、今後検討 していくということで、今回は年代に関 して留保 しておきたい。 E類

とF類は、坂本氏等の編年でXⅢ期から�「期で11世紀前半より11世紀中葉の年代が考えられ

ている。G類はD類 と同様に年代的位置は今後の検討が必要である。 また、須恵器杯形土器A

類、B類 と類似する製品が「信濃土器洞窯址」にみ られ、須恵器杯形土器A類、B類が長野県

からの搬入品の可能性 もある。

以上の結果か ら本遺跡出土の土器の年代は、9世紀後半～11世紀中棄までとかな りの幅の時間

が考えられる。なお、土器によって得 られた年代 と重復関係 より住居址の年代は次のようにな

ると思われる。本遺跡の住居llLの 中で最 も古いのは第 6号住居址で、 9世紀後半～10世紀前半

の所産で、続いては、遺物の出土はないが重復関係より、第 7号住居址が10世紀前半、そ して、

第 8号住居址が10世紀前半～10世紀中葉 と考えられる。第 2号住居址は10世紀中葉～10世紀後

半の構築 と考えられ、第 1号住居址は10世紀後半～11世紀中葉に位置づけられると考えられる。

また、第 3、 第 4、 第 5号住居址等に関しては、10世紀後半～11世紀の年代が想定される◇
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